
★ 久慈川周辺地区 地域づくり懇談会を開催しました （平成２７年１２月２２日） 

 みんなで考える地域づくり！ 

平成２８年 

１月発行 

 平成 1７年に景観まちづくり会が発足し、これまで「久慈川河川敷整備計画書」や「久慈 

川流域資源マップ」を作成してきました。このたび、久慈川周辺の現状をあらためて認識し、

今後の取り組みについて話し合う地域づくり懇談会を開催しました。 

 本ニュースでは、1２月に開催された懇談会における皆さんの意見をご紹介します！ 

◆◆◆ これまでに行ってきた取り組みをふり返りました ◆◆◆ 

 

励ましのイスづくり、補修作業など 久慈川・うつくしまの川・サポート制度 

臨時駐車場となる平場 

サイクリングロードに看板を設置 

情報発信用の冊子・マップの作成 

ユーパルと久慈川をつなぐ階段設置（２か所） 

◆サイクリングロードを利用したふれあい駅伝競走 

 大会は 20周年を迎え、参加者も増えている。 

◆ゴミ拾い、草刈りを行ってきたが、草が繁茂し草刈 

 り機が壊れてしまったことも多くあった。 

◆駅前やまちなかに、巣箱を設置した。 

◆釣り、アユなど魚のつかみ取りイベントを開催した。 

 

ひまわり畑、菜の花畑づくり 

菜種油が 

おいしい！ 

ふれあい 

駅伝競走！ 

 



 

【このニュースに関するお問い合わせはこちらへお願いします】 

福島県県南建設事務所 企画管理部 企画調査課（TEL：0248-23-1617） 

矢祭町役場 事業課（TEL：0247-46-4577） 

 

◆◆◆ 今後、行っていきたい取り組みについて話し合いました ◆◆◆ 

 

～草刈り～ 

◆河川敷焼き払いの際に、テストケースとして

一部土壌改良を行ってはどうか。改良後の土

壌には花の種を植えたい。 

◆ヤギによる草刈りを行えば、イベントとして

も集客が期待ができる。 

 
～川の流れ、魚～ 

◆魚のつかみ取り大会を再開できればと考えて

いる。釣り大会も開催したい。 

◆観光やな場を設置したい。組合など、管理の

体制を整えることが必要である。 

◆田川の土砂を撤去し、遡上してくるサケの見

学会が開催できたらよい。アユ、サケの遡上

をもっと PRしていきたい。 

◆東北で最初にアユ釣りが解禁になる場所とし

て、魚という財産をアピールしていきたい。 

 
～催し、人集め～ 

◆堤防・土手アートなど、植栽で人集めを行う。 

◆西舘地区の見張り台を整備し、東館地区と合

わせて歴史的な場所として PRを行う。 

◆芋煮会、まちなかなどへの巣箱の設置を行う。 

 

 

～既存施設の活用～ 

◆サイクリングロードは、今後もふれあい駅

伝競走大会などに活用していく。 

◆堤防に整備された階段は、散歩に利用して

いる。階段付近に花を植えてはどうか。 

◆駐車場として利用できる平場は、今後もイ

ベント時などに活用していきたい。 

 ～勉強会、情報発信～ 

◆地域づくり勉強会や懇談会を開催し、人の

輪を広げていけたらよい。 

◆これまで、パンフレットや小冊子を作成し

てきた。インターネットで情報発信を行

い、もっと PRしていきたい。 

◆たくさんの人にこの地域を広めたい。 

 

 久慈川周辺に対する想いを再確認し、地域のみなさんの力を合わせて「この地域

をもっと輝かせたい！」という意気込みを改めて感じられる懇談会となりました。 

今あるものを大切にしながら、できることから一つずつ取り組みを発展させていこ

うという想いを共有できました！ 

 

※取り組みイメージ図 


